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されている修道規則を整備したカイサレイアのバシレイオス（330 年頃 –379 年）や、マル
























ある（Meinardus 2003: x）。このうち、最後のメナス修道院は、1959 年に当時着座したばか













5　こうした放棄された修道院を復興する動きは、キリルス 5 世（在位 1874–1929 年）の時代までさかの
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　また、エジプト国外では、歴史的に関係の深いエルサレムに 2 つ、スーダンに 1 つ 6、そ
して 1950 年代以降徐々に進んだコプト正教徒の海外移住に伴い、アメリカとカナダに合
わせて 4 つ、オーストラリアに 2 つ、イタリア、ドイツ、オーストリアに各 1 つ、コプト
正教の修道院が建てられている。加えて、1970 年代以降のアフリカ宣教の成功を反映して、
ケニアに 2 つ、ジンバブエに 1 つ、南
アフリカに 1 つ修道院が建設されてい




ある。ここから、1900 年から 1961 年
までの間、エジプトの修道院に暮らす
修道士の数は 200 名ほどで推移してい
たが、以後 1980 年には 400 名、1990




人口もまた 1960 年の 2,663 万人から
2008 年の 7,963 万人へとおよそ 3 倍に
増加してきたが（PopulationPyramid.net. 














　van Doorn-Harder（1995: 34–36）によると、1995 年当時、エジプトにあるコプト正教の
女子修道院はカイロに 5 つ、すなわちオールド・カイロ地区にマーリ・ギルギス修道院と
アブー・サイファイン修道院の 2 つ、ハーラ・ズワイラ地区にマーリ・ギルギス修道院と
聖処女修道院の 2 つ、ハーラ・ルーム地区にアミール・タードゥルス修道院の 1 つが存在
し、それに加えてナイル・デルタの北のダミエッタ教区に位置するディムヤーナ修道院の
全部で 6 つであった。しかしその後、女子修道院はミニヤ県に 1 つ、エルサレムに 1 つ追
加されたようである（Mawqiʿ al-ʾAnbā Taklā Hīmānūt）。これらの女子修道院に暮らす修道女
の数は 1995 年の時点で 485 名と推測されており（van Doorn-Harder 1995: 36）、2002 年の時
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い様子だった（Jullien 1889: 235–236）とされている。20 世紀前半の段階でも女子修道院は









































8　ハビーブ・ギルギスは、総主教キリルス 6 世と共に 2013 年に列聖された。
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たちの庭（Bustān al-Ruhbān）』という書である。これは 1940 年代に初めて出版されたもの
で、10 世紀のアラビア語写本およびコプト語、ギリシア語、シリア語の写本を基に編纂



















































































































道院には修練者と誓願を済ませた修道女たちを合わせて 80 名が所属していた（van Doorn-



























1960 年にマッター・アル = ミスキーンを修道院長の職から解いて修道院から追放し、奉
献制もその後制度として発展しなかった。なお、マッター・アル = ミスキーン修道院長







の誓いを立てて奉献生活に入る。その後一定の条件の下で 5 年後に「女性助祭補（musāʿida 
al-shammāsa）」に昇進し、さらにその 5 年後に「女性助祭（shammāsa）」に昇進する。その
条件とは、信仰心が厚く、言動が善良で、奉仕活動の経験を積んで技能が向上した場合、
かつ女性助祭の位への昇進は未婚女性の場合は 40 歳以上、夫と死別した女性の場合は 60




るが、1995 年の時点で恐らく 600 名ほどが「奉献された女性」として活動しているもの





















































もある（van Doorn-Harder 1995: 77–78）。
　それでは、このように修道生活に招かれた人びとは、どのような段階を経て修道者にな
るのであろうか。修道生活を志す者は、6 か月程度の志願期を過ごすことになっているよ
うだが、男子修道院の場合、実際には 1 週間以内であったり 1 年以上であったりと、かな
りの幅がある 13。男子修道院の場合、志願者の年齢制限はないが、兵役の義務を終えている
か免除を受けていることという条件があるため、必然的に成年に達している必要がある。
志願者には大学卒業者が多く、志願する時点で 25 から 30 歳ごろの者が多いようである
（al-Anbā Makāriyūs 2005: 69）。他にも、結婚歴がないこと、逃亡中の犯罪者でないこと、伝
染性の病気に罹患していないことなど、いくつかの条件が課されている。女子修道院の場
合は、年齢制限が 22 から 27 歳までとなっており、大学卒業者で、職務経験があることが
望ましいとされている。志願期に入った後、男性の志願者の服装は変わらないか、あるい
は修道院によってはガラベーヤと呼ばれる長袖の貫頭衣を着ることになっている。女性の





ントほど、女子修道院では 1 パーセントほどしか修練期まで進まないようである（al-Anbā 
12　Bishāy（2008: 63–64）の原文では 1969 年の戦争と書かれているが、第三次中東戦争の年にあたる 1967
年の誤植であろうと思われる。
13　al-Anbā Makāriyūs（2005: 83）は少なくとも 1 年以上としている。
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Makāriyūs 2005: 47; van Doorn-Harder 1995: 72）。この修練期の間、男性は白いガラベーヤを身
につけ、名前の前に「アフ（akh、兄弟）」という敬称がつけられるようになる。女性の場
合は黒いスカーフで頭を覆うようになり、敬称はコプト語由来の「タースーニー（tāsūnī、












































られていない（van Doorn-Harder 1995: 99）。
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る者の敬称は「ウンミナー（umminā、私たちの母）」あるいはコプト語由来の「タマーフ（tamāf、
私の母）」で、活動修道院に属する修道女および「奉献された女性」の敬称はコプト語由
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Living in another World: Monasticism and Monastics in Contemporary Egypt
Hiroko MIYOKAWA
Summary
     Egypt is the cradle of Christian monasticism, and the history of monasticism is usually written 
from St Antony the Great, the father of Christian monasticism. However, monasticism in Egypt 
after St Antony and his disciples is almost totally forgotten and rarely mentioned in the histories of 
western Christianity; yet, Egypt has kept its desert monasteries and convents through the centuries 
even after the Islamization of Egypt. This paper investigates the situation of contemporary monastic 
life in Egypt, discussing the monastic systems between tradition and reform, novices and the pro-
cess of their acceptance, initiation rituals, and a memory of a monk in St Paul’s Monastery.
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